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都
市
計
画
道
路
寒
川
下
寺
尾

線
は
、
町
の
区
域
で
は
県
道
藤

沢
平
塚
線
の
茅
ヶ
崎
市
境
に
あ

る一ツ
橋
か
ら
県
道
相
模
原
茅
ヶ

崎
線
の
寒
川
町
役
場
前
の
交
差

点
ま
で
を
東
西
に
結
ぶ
道
路
で

す
。

　

通
行
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
区
間
は
、
岡
田
交
差
点
か

ら
岡
田
西
交
差
点
ま
で
の
約

三
百
六
十
七
メ
ー
ト
ル

で
、
当
面
は
車
道
部
の

み
の
使
用
と
な
り
ま

す
。
歩
道
は
、
今
後
電

線
地
中
化
工
事
を
行
っ

た
後
に
整
備
を
行
い
ま

す
。
そ
れ
ま
で
の
間
、

歩
行
者
は
仮
設
置
す
る

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
内
側

を
歩
行
し
て
く
だ
さ

い
。

　

車
道
部
の
使
用
を
開

始
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
交
通
量
の
増
加
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
こ
の
道
路
を
横

断
（
南
北
へ
移
動
）
す

る
場
合
、
歩
行
者
は
岡
田
交
差

点
、
新
仲
通
り
入
口
、
一
番
街

入
口
、
岡
田
西
交
差
点
の
四
カ

所
の
横
断
歩
道
で
横
断
し
て
く

だ
さ
い
。（
下
図
参
照
）
で
き

る
だ
け
信
号
機
の
あ
る
岡
田
交

差
点
、
岡
田
西
交
差
点
で
の
横

断
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
周
辺
区
域
で
は
、
引
き

続
き
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

工
事
は
安
全
に
行
う
よ
う
気
を

付
け
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
も

周
辺
状
況
に
気
を
付
け
、
通
行

し
て
く
だ
さ
い
。

　

完
成
ま
で
不
便
な
状
態
が
続

き
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

寒
川
駅
周
辺
整
備
事
務
所

（
７
５
）
１
５
７
０
FAX
（
７
３
）

０
１
０
９

 

　
寒
川
駅
北
口
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
で
整
備
し
て
い
る
、
都
市
計
画
道
路
寒
川
下
寺
尾
線
の
一
部

区
間
が
、
四
月
十
五
日
（
火
）
か
ら
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
　
　
　
　
　
　
の

一
部
を
　
　
　
　
　
　

寒川下寺尾線　　
暫定供用開始位置

安全のため、歩行者は○
のついた個所で横断して
ください

※図面は土地区画整理事業
設計図を基に作成しています。

寒
川
下
寺
尾
線

暫
定
供
用
開
始

工事が進む寒川下寺尾線（３月13日撮影）
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町
で
は
生
活
環
境
の
改
善
や

公
共
水
域
の
水
質
の
保
全
を
目

的
に
、
公
共
下
水
道
の
整
備
を

　
　
　
　
　
のを

進
め
ま
す

よ
り
よ
い
生
活
環
境
の
た
め
に

利用開始区域　大蔵（左上）、
岡田（上）、一之宮（左）

　

二
月
十
六
日
、
十
七
日
に
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

第
三
十
回
神
奈
川
県
花
き
展
覧
会
が
行
わ
れ
、
寒
川
町
か
ら
次

の
人
が
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
部　

杉
山
六
郎（
宮
山
）、北
村
昌
徳（
宮
山
）、

市
川
幹
雄
（
小
動
）

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
部　

金
子
誠
（
宮
山
）

県
花
き
展
覧
会
で
入
賞

公
共
下
水
道

整
備

進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
も
引
き
続
き

大
蔵
、
田
端
、
一
之
宮
の
一
部

地
区
で
下
水
道
工
事
を
実
施
し

ま
す
。
工
事
期
間
中
は
交
通
規

制
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
の
利
用

区
域
を
拡
大
し
ま
す

　

四
月
十
日
か
ら
大
蔵
、岡
田
、

一
之
宮
の
各
地
区
の
一
部
で
公

共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。（
左
上
図
参
照
）

　

該
当
の
地
域
の
人
へ
順
次
供

用
開
始
の
「
お
知
ら
せ
」
を
通

知
し
ま
す
。
お
知
ら
せ
が
届
い

た
人
は
、
早
め
に
接
続
工
事
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

接
続
工
事
費
用
の
助
成
、

貸
し
付
け
あ
っ
せ
ん

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て

も
、
そ
こ
へ
下
水
を
排
除
す
る

た
め
に
設
け
る
排
水
設
備
が
設

置
さ
れ
な
け
れ
ば
、
下
水
道
を

利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

排
水
設
備
と
は
、
個
人
や
事

業
場
な
ど
が
自
己
の
敷
地
内
に

自
費
で
設
置
す
る
排
水
管
、
排は

い

水す
い

渠き
ょ

そ
の
他
の
排
水
施
設
の
こ

と
で
、
土
地
や
建
物
か
ら
発
生

す
る
下
水
を
公
共
下
水
道
へ
流

す
た
め
に
必
要
な
施
設
で
す
。

　

町
で
は
公
共
下
水
道
の
供
用

開
始
か
ら
三
年
以
内
に
接
続
工

事
を
行
う
場
合
、
工
事
費
の
助

成
ま
た
は
、
無
利
子
・
無
担
保

の
貸
し
付
け
あ
っ
せ
ん
を
行
っ

て
い
ま
す
。詳
し
い
内
容
は「
お

知
ら
せ
」
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

下
水
道
は
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う

　

下
水
道
を
正
し
く
大
切
に
ご

利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
台
所
に
、
生
ご
み
や
油
な
ど

を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
水
洗
ト
イ
レ
に
、
オ
ム
ツ
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
水
に
溶
け

な
い
も
の
な
ど
を
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。 

○
ガ
ソ
リ
ン
、
シ
ン
ナ
ー
、
石

油
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
危
険

物
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
汚
水
管
に
雨
水
を
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

下
水
道
課

（
７
４
）
１
１

１
１
FAX
（
７
５
）
９
９
０
６
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多
重
債
務
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

　

多
重
債
務
と
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
会
社
や
消
費
者
金
融
な
ど
複

数
か
ら
借
金
を
し
て
い
る
状
態

の
こ
と
で
す
。
借
り
す
ぎ
て
返

済
の
め
ど
が
立
た
ず
、
苦
し
ん

で
い
る
多
重
債
務
者
は
、
全
国

で
二
百
万
人
を
超
え
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
や
無

人
契
約
機
の
普
及
な
ど
、
借
金

を
す
る
事
へ
の
抵
抗
感
が
薄
れ

た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
見
ら

れ
、
い
ま
や
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
人
た
ち

の
中
に
は
、
時
間
や
場
所
を
問

わ
ず
行
わ
れ
る
取
り
立
て
な
ど

に
よ
り
、
心
身
の
健
康
を
害
し

た
り
、
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
た

り
す
る
人
も
い
ま
す
。

　

借
金
の
悩
み
は
、
な
か
な
か

相
談
し
づ
ら
い
も
の
で
す
。

「
借
り
た
方
が
悪
い
ん
だ
」
と

思
い
こ
ん
で
、
自
分
ひ
と
り
で

抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　

悩
み
続
け
て
い
て
も
、
状
況

は
決
し
て
良
く
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
、
ひ

ん
ぱ
ん
に
行
わ
れ
る
取
り
立
て

に
よ
り
、
仕
事
や
家
庭
を
失
う

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
早
め
の
相

談
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

弁
護
士
の
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
ら
れ
ま
す

　

町
で
は
こ
う
し
た
多
重
債
務

に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
は
、借

金
の
状
況
を
確
認
し
、弁
護
士
会

や
司
法
書
士
会
な
ど
の
専
門
機

関
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

四
月
か
ら
は
相
談
体
制
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
た
め
、
茅
ヶ
崎

市
と
協
定
を
結
び
、
同
市
で
毎

月
第
一
・
第
三
月
曜
日
に
開
設

し
て
い
る
、
弁
護
士
に
よ
る
多

重
債
務
法
律
相
談
を
寒
川
町
の

人
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
相
談
を
利
用
す
る
場
合

は
、
職
員
ま
た
は
消
費
生
活
相

談
員
に
よ
る
事
前
相
談
を
受
け

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

よ
り
身
近
な
場
所
で
の
相
談

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。一
緒
に

解
決
の
方
法
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に

　

多
重
債
務
の
こ
と
を
、
「
自

分
に
は
関
係
な
い
」
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
多
重
債
務
に
陥

る
要
因
は
あ
な
た
の
身
の
回
り

に
も
あ
り
ま
す
。
決
し
て
人
ご

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な

こ
と
が
き
っ
か
け
で
多
重
債
務

に
陥
り
ま
す
。

●
友
人
・
知
人
に
頼
ま
れ
、
内

容
を
理
解
し
な
い
ま
ま
連
帯
保

証
人
に
な
る
。

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使

い
、
無
計
画
な
買
い
物
を
す

る
。

●
金
利
計
算
や
返
済
計
画
を
考

え
ず
、気
軽
に
借
り
て
し
ま
う
。

●
借
金
を
返
す
た
め
に
、
さ
ら

に
ほ
か
か
ら
借
金
を
し
て
し
ま

う
。

　

こ
う
し
た
行
為
は
と
て
も
危

険
で
す
。
あ
な
た
自
身
の
生
活

を
守
る
た
め
、
返
済
の
見
込
み

が
な
い
お
金
は
絶
対
に
借
り
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
家
族
や
友
人
が
こ
の
よ

う
な
行
為
を
し
そ
う
に
な
っ
た

ら
多
重
債
務
の
危
険
が
あ
る
こ

と
を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

実
際
に
多
重
債
務
に
陥
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
、
そ
の
債
務

（
借
金
）
を
次
の
よ
う
な
方
法

で
整
理
し
ま
す
。
ど
の
方
法
を

選
択
す
る
か
は
、
そ
の
人
の
借

金
の
状
況
、
生
活
の
状
況
、
収

入
の
見
込
み
な
ど
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

　

な
ん
と
か
し
た
い
、
と
思
っ

た
ら
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。町

民
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
１
７
１
住
民
協
働
担
当

FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

四
月
か
ら

を
開
設
し
ま
す

多重債務相談の流れ

相談者

相談
借入、返済状況を伺い
４つの法的な解決方法

（左ページ参照）を説明

消費生活相談員・職員
（事前相談）

多重債務相談
または

弁護士、司法書士を紹介

多
重
債
務
相
談
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多重債務を解決する４つの法的な解決方法とその特徴

任意整理
●利息制限法（15 〜 20 パーセント）に基づ
いて残借金を計算し直し、債務者の収入や支払
い能力に応じて業者と支払い条件を交渉（借金
を減額、分割返済）する方法。
●長期間借り入れの場合、借金が大幅に減額と
なったり、返済しすぎていることもある。ただし、
短期間に膨れ上がった借金は減額幅が少ない。
●個人が業者と交渉するのは困難なため弁護士
や司法書士に依頼する方が良い。

特定調停
●簡易裁判所を利用した任意整理方法で調停委
員が解決のあっせんをしてくれる。
●実際の支払い予定が立つことが前提で、業者
数が多くなるとなかなか合意が得られず、あっ
せん不調となる場合もある。

自己破産
●多額の借金を抱えた人の最後の救済手段。裁
判所に申し立てて借金が支払えない事を宣告し
てもらう方法。
●免責申立を行い、免責決定を受ければ借金は
すべてなくなる（税金や罰金は除外）が、ギャ
ンブルなど浪費の借金は免責されない場合があ
る。
●不動産などプラス財産を全て処分し、ゼロか
らの再出発となる。 
●今後 10 年間は免責を受けられないので、絶
対借金はしないという本人の自覚が必要。

個人版民事再生
●住宅ローンを除く借金額が３千万円以下で、
今後の安定した収入が見込める人を対象に、自
己破産せずに生活を再建する方法。
●収入から最低額の生活費を差し引いた金額
の２年分以上（借金合計の 20 パーセント以上
または 100 万円以上の額）を原則３年で返済。
これを上回る額は免除される。
●住宅ローンについては延長も可能で、住宅を
手放さずに済むが、ローンの免除はされない。
●再生計画案を考える必要があり、弁護士に依
頼しないと手続きは困難。

隣
近
所
の
ご
み
事
情

ご
み
の
直
接
搬
入

�

　
部
屋
の
片
付
け
や
引
っ
越
し
な
ど
で
一
度
に
多
く
の
ご
み
が

出
る
。
通
常
の
ご
み
置
き
場
に
は
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
大
き

な
ご
み
が
あ
る
。
早
く
ご
み
を
処
分
し
た
い
が
、
収
集
日
に
は

ま
だ
日
に
ち
が
あ
る
。

　
こ
ん
な
場
合
は
、
有
料
で
処
理
施
設
に
直
接
持
ち
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

搬
入
時
間
　
午
前
八
時
三
十

分
〜
正
午
、午
後
一
時
〜
四
時

（
日
曜
と
年
末
年
始
は
除
く
）

※
役
場
環
境
課
で
の
手
続
き

は
平
日
の
み
受
け
付
け
。

料
金
　
搬
入
車
両
の
積
載
量

に
よ
り
　
●
五
百
キ
ロ
グ
ラ

ム
ま
で
　
一
回
五
百
円
●
一

ト
ン
ま
で
　
一
回
千
円
●
二

ト
ン
ま
で
　
一
回
二
千
円

※
搬
入
車
両
は
二
ト
ン
ま
で

で
す
。
事
業
系
不
燃
ご
み
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
。

環
境
課

（
７
４
）
１
１

１
１
内
線
４
２
４
生
活
美
化

担
当
FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
７
４
）
５
５
４
７

可
燃
ご
み
・
可
燃
粗
大
ご
み
・

資
源
ご
み
に
あ
た
る
も
の

搬
入
場
所
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー

搬
入
時
間
　
午
前
八
時
三
十

分
〜
正
午
、午
後
一
時
〜
四
時

（
日
曜
と
年
末
年
始
は
除
く
）

料
金
　
●
一
般
家
庭
ご
み
　

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
　
百

円
　
●
事
業
系
ご
み
　
十
キ

ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
　
二
百
円

※
事
業
系
ご
み
は
可
燃
ご
み
、

可
燃
粗
大
ご
み
の
み
受
け
入
れ
。

不
燃
ご
み
に
あ
た
る
も
の

搬
入
場
所
　
一
之
宮
中
継
所

※
役
場
環
境
課
で
事
前
に
手

続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き

時
に
搬
入
車
両
の
ナ
ン
バ
ー
、

搬
入
物
品
な
ど
を
書
い
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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六
月
分
ま
で
の
　
　
　
　
　
　
　
を
送
付
し
ま
す

　

町
の
国
民
健
康
保
険
料
は
、

加
入
者
の
前
年
中
の
所
得
な
ど

を
基
に
計
算
し
た
金
額
を
、
四

月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
十
二

回
に
分
け
て
納
付
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

四
月
は
確
定
申
告
の
直
後
で

も
あ
り
、
平
成
十
九
年
中
の
所

得
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
が
困

難
で
す
。
そ
の
た
め
四
月
分
か

ら
六
月
分
ま
で
の
保
険
料
は
、

平
成
十
八
年
中
の
所
得
な
ど
と

平
成
十
九
年
度
の
料
率
を
使
っ

て
計
算
し
、
暫
定
（
仮
計
算
）

賦
課
を
行
い
、
四
月
中
旬
に
暫

定
（
仮
計
算
）
賦
課
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。
保
険
料
は
納
付

期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　

七
月
分
以
降
は
、
平
成
十
九

年
中
の
所
得
な
ど
を
基
に
、
新

し
い
料
率
で
平
成
二
十
年
度
の

年
間
保
険
料
額
を
計
算
し
、
四

月
分
か
ら
六
月
分
ま
で
の
金
額

と
の
過
不
足
を
調
整
し
ま
す
。

決
定
通
知
書
は
七
月
中
旬
に
送

付
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
四
月
分
か
ら
六

月
分
の
期
別
額
と
七
月
分
以
降

の
期
別
額
で
は
差
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
度
ま
で
は
、
暫

定
（
仮
計
算
）
賦
課
の
期
間
が

四
月
か
ら
七
月
の
四
カ
月
間
で

し
た
が
、
平
成
二
十
年
度
か
ら

は
四
月
か
ら
六
月
の
三
カ
月
間

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
制
度
改
正
に
よ
り
、

一
部
の
納
付
義
務
者
に
つ
い

て
、
年
金
か
ら
保
険
料
が
特
別

徴
収
（
天
引
）
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
こ
の
事
務
手
続
き
上
、

確
定
（
本
計
算
）
賦
課
を
七
月

に
行
う
た
め
で
す
。

※
特
別
徴
収
の
開
始
は
、
十
月

に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
と
な

り
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
、

七
十
五
歳
以
上
を
対
象
と
し
た

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
開
始

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健

康
保
険
料
の
計
算
方
法
が
変
わ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
医
療
分
と
介
護

分
の
二
区
分
で
計
算
し
保
険
料

を
算
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
今
ま
で
医
療
分
に
含

ま
れ
て
い
た
後
期
高
齢
者
の
た

め
の
拠
出
金
分
を
「
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
」
と
し
て
医
療
分

と
は
分
け
て
計
算
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
七
月
に
お
知
ら

せ
す
る
確
定（
本
計
算
）賦
課

は
、医
療
分
、後
期
高
齢
者
支
援

金
分
、介
護
分
の
三
区
分
で
計

算
し
た
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
料
は
加
入
者
の
前
年
の
所
得
な
ど
に
基
づ
い
て
計
算
し
ま
す
。
四
月
の
時
点
で
は
所
得

確
定
前
の
た
め
、
六
月
分
ま
で
は
仮
計
算
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

保
険
年
金
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
１
２
４
国
保
担

当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

町
国
民
健
康
保
険
　

本
計
算
は
七
月
に
行
い
ま
す

仮
計
算
期
間
が
変
更
に
な
り
ま
す

医
療
制
度
改
革
に
伴
う
変
更
点

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
・
生
徒
が
就
学
す
る
小
・
中
学

校
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

引
っ
越
し
な
ど
に
よ
り
住
所
が
変
わ
っ
た
り
、家
庭
や
児
童
・

生
徒
本
人
に
特
別
な
事
情
が
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
の
理
由
で
、

指
定
さ
れ
た
学
校
と
は
異
な
る
学
校
へ
の
就
学
を
希
望
す
る
場

合
は
、
学
校
教
育
課
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課

（
７
４
）
１
１
１
１
内
線
５
２
４
学
事
担
当

FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

指
定
校
以
外
へ
就
学
す
る
場
合
は

手
続
き
が
必
要
で
す

保
険
料
の
通
知
書

保険料の計算時期

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

保険料計算区分の変更イメージ図

国
民
健
康
保
険
料

医療分

後期高齢者

支援金分　

介護分

医療分

介護分

暫定（仮計算）
賦課通知書送付

仮計算期間

決定通知書
送付
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を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
地
震
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
工
事
に

か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

阪
神
・
淡
路
大
地
震
や
新
潟
県

中
越
地
震
で
は
、
多
く
の
人
命

や
建
物
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
町

で
も
近
い
将
来
発
生
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る
東
海
地
震
、
神
奈

川
県
西
部
地
震
、
南
関
東
地
震

な
ど
に
よ
り
建
物
が
倒
壊
す
る

な
ど
大
き
な
被
害
が
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

中
で
も
昭
和
五
十
六
年
五
月

三
十
一
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た

木
造
住
宅
は
、
改
正
前
の
建
築

基
準
法
に
基
づ
い
た
耐
震
基
準

で
建
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
建

物
の
倒
壊
な
ど
被
害
が
集
中
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
地
震
の
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
、
建
物
の
耐
震

性
能
が
ど
の
程
度
な
の
か
を
知

り
、
必
要
に
応
じ
て
耐
震
改
修

工
事
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

簡
易
診
断
補
助

対
象　

昭
和
五
十
六
年
五
月

三
十
一
日
以
前
に
建
築
工
事
に

着
手
し
た
、
二
階
建
て
以
下
の

在
来
軸
組
工
法
の
木

造
住
宅
で
、
町
内
に

住
所
が
あ
る
人
が
所

有
し
、
居
住
し
て
い

る
も
の

補
助
額　

診
断
費
用

の
三
分
の
二
（
上
限

二
万
円
）

一
般
診
断
補
助

対
象　

町
が
実
施
す

る
無
料
耐
震
相
談
ま

た
は
簡
易
診
断
を
受

け
た
結
果
「
や
や
危
険
」「
倒

壊
の
危
険
」
と
診
断
さ
れ
た
木

造
住
宅

補
助
額　

診
断
費
用
の
二
分
の

一
（
上
限
五
万
円
）

耐
震
改
修
工
事
補
助

対
象　

一
般
診
断
を
受
け
た
結

果「
や
や
危
険
」「
倒
壊
の
危
険
」

と
診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅

補
助
額　

設
計
や
工
事
費
用
の

二
分
の
一
（
上
限
五
十
万
円
）

申
し
込
み　

建
築
確
認
通
知
書

な
ど
の
建
築
年
度
が
確
認
で
き

る
書
類
を
持
参
し
、
都
市
計
画

課
で
事
前
に
相
談

※
無
料
耐
震
相
談
は
、
毎
月
第

三
水
曜
日
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
都
市
計
画
課
へ
電
話
か
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

悪
質
な
業
者
に
ご
注
意
を

　
「
役
場
の
ほ
う
か
ら
き
た
」

な
ど
と
言
っ
て
耐
震
工
事
の
勧

誘
を
行
う
業
者
に
か
ら
む
ト
ラ

ブ
ル
が
こ
の
と
こ
ろ
発
生
し
て

い
ま
す
。
町
で
は
耐
震
診
断
や

耐
震
改
修
工
事
な
ど
に
つ
い

て
、
電
話
や
訪
問
な
ど
に
よ
る

戸
別
勧
誘
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。何
か
お
か
し
い
な
、と
思
っ

た
ら
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求

め
る
な
ど
し
て
悪
質
な
業
者
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

都
市
計
画
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
２
７
６
開
発
指

導
担
当
FAX
（
７
４
）
２
８
３
３

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
い

は
、
社
会
保
険
事
務
所
に
必
要

事
項
を
記
入
し
た
申
込
用
紙
を

提
出
す
る
と
、
手
続
き
に
該
当

し
た
以
後
の
「
定
額
保
険
料
」

ま
た
は
「
付
加
保
険
料
込
み
の

定
額
保
険
料
」
を
定
期
的
に
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
立
替
払

い
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社

か
ら
カ
ー
ド
会
員
の
人
に
請
求

す
る
方
法
で
す
。

　

な
お
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

藤
沢
社
会
保
険
事
務
所
国
民

年
金
課

０
４
６
６
（
５
０
）

２
４
９
４
FAX
０
４
６
６（
５
０
）

１
２
２
０

国
民
年
金
保
険
料
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

納
め
ら
れ
ま
す

補助事業の流れ
都市計画課で事前相談

↓
無料耐震相談または簡易診断

↓
一般診断

↓
耐震改修工事

耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
工
事
の
補
助

　

一
月
十
二
日
に
県
体
育
功
労

者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
表
彰
式
で
、
安
河
内

栄
子
さ
ん
（
岡
田
）
が
長
年
に

わ
た
る
、
ス
ポ
ー
ツ
普
及
活
動

に
よ
り
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。 県

体
育
功
労
者
表
彰
を
受
賞

受
賞
し
た
安
河
内
さ
ん
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十
二
月
〜
二
月
に
行
っ
た
二

つ
の
計
画
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
を
お
伝
え

し
ま
す
。

　

十
二
月
十
四
日
〜
一
月
十
八

日
ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
行
い
、
二
人
か
ら
十
一
の
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

た
。「
一
般
的
に
は
核
家
族
化
、

少
子
化
、
晩
婚
化
な
ど
が
進
行

し
て
い
る
こ
と
や
、
本
町
に
お

い
て
は
、
さ
ら
に
生
産
年
齢
人

口
が
全
人
口
に
対
し
て
割
合
を

大
き
く
占
め
て
い
る
こ
と
に
よ

り
ま
す
。」

※
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結

果
詳
細
に
つ
い
て
は
、健
康
課
、

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
寒
川
総

合
図
書
館
、各
公
民
館
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　

ま
た
策
定
し
た
プ
ラ
ン
の
概

要
版
を
広
報
さ
む
か
わ
四
月
号

と
一
緒
に
配
布
し
ま
す
。

健
康
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
１
６
１
健
康
づ
く
り
担

当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

　

一
月
四
日
〜
二
月
四
日
ま
で

行
っ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

で
は
、
三
人
か
ら
三
十
三
の
意

見
を
、
一
月
十
六
日
〜
十
八
日

に
行
っ
た
住
民
説
明
会
で
は
、

延
べ
九
人
か
ら
三
十
の
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
は
下
の
表
の
と
お

り
で
す
。
出

さ
れ
た
意
見

の
一
例
と
町

の
考
え
方
を

紹
介
し
ま
す
。

意
見
の
一
例

　

現
基
本
計

画
が
環
境
を

広
く
捉
え
す

ぎ
、
焦
点
が

ぼ
け
て
い
る

の
で
、
思
い

切
っ
た
改
訂

を
期
待
し
て

い
た
が
現
行

踏
襲
と
な
っ

て
い
る
。（
意

見
項
目　

計

画
全
般
）

町
の
考
え
方

　

計
画
に
掲
げ
る
「
寒
川
町
が

目
指
す
望
ま
し
い
環
境
像
」
や

「
環
境
目
標
¦
施
策
の
体
系
」

等
の
基
本
枠
組
み
は
、
引
き
続

き
継
承
し
、「
環
境
施
策
の
方

向
」
は
こ
れ
ま
で
の
施
策
の
取

組
状
況
や
課
題
等
を
踏
ま
え
、

目
標
達
成
の
た
め
の
具
体
施
策

お
よ
び
環
境
指
標
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

※
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結

果
詳
細
に
つ
い
て
は
、環
境
課
、

本
庁
舎
一
階
ロ
ビ
ー
案
内
、
各

公
民
館
、
寒
川
総
合
図
書
館
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

ま
た
計
画
策
定
後
、
概
要
版

を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

環
境
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
４
２
１
環
境
保
全
担
当

FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

　

そ
の
概
要
は
左
上
の
表
の
と

お
り
で
す
。
出
さ
れ
た
意
見
の

一
例
と
町
の
考
え
方
を
紹
介
し

ま
す
。

意
見
の
一
例

　

町
の
現
状
に
つ
い
て
の
デ
ー

タ
が
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、
疑

問
な
も
の
が
あ
る
。
世
帯
当
た

り
の
人
口
が
減
少
し
て
い
る
の

は
、
若
い
世
帯
が
流
入
し
た
か

ら
と
結
論

し
て
い
る

が
疑
問
。

（
意
見
区

分　

第
三

章
）

町
の
考
え
方

　

世
帯
当

た
り
の
人

口
の
減
少

の
要
因
を

よ
り
明
確

に
分
か
り

や
す
く
次

の
よ
う
修

正
し
ま
し

さ
む
か
わ
元
気
プ
ラ
ン（
素
案
）

環
境
基
本
計
画
改
訂
版（
素
案
）

パブリックコメント結果
意見区分別（素案の部・章別）

部 章 件数

第１部
総論　

第３章　町民の健康状況 ３

第２部
各論　

第１章　ライフステージに合わ
せた健康づくり

１

第２章　領域別の健康づくり ８

第３章　計画の推進 １

※意見を素案の該当する部分に件数で表示していま
す。（意見があった部分のみ表記しています）
※複数の内容に該当する場合は、それぞれに件数を
入れているため、意見の数と一致しません。

パブリックコメントおよび住民説明会結果
項目別意見数

項　目 件　数
（パブリックコメント）

件　数
（住民説明会）

計画全般 ５ ８

重点プロジェクト ９ ２

６つの　
望ましい
環境像　

参加と協働 ３ ６

生活環境 ２ ４

自然環境 ２ ４

都市環境 ５ ４

その他 ７ ２

※意見を素案の該当する部分に件数で表示しています。（意見が
あった部分のみ表記しています）

意
見
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災
害
・
犯
罪
の
　
　
　
や
　
　
の
た
め
に

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
予
期
せ
ぬ

災
害
や
事
故
、
犯
罪
に
よ
っ
て

死
傷
し
た
場
合
、
そ
の
被
害
者

や
遺
族
に
給
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
対
象
者
は
、
被
害
を
受
け

た
時
に
、
町
に
住
民
登
録
ま
た

は
外
国
人
登
録
が
あ
り
、
実
際

に
住
ん
で
い
る
人
で
す
。

災
害
見
舞
金
制
度

対
象

●
車
両
な
ど
に
よ
る
人
身
事
故

●
電
車
、
船
舶
、
航
空
機
な
ど

に
よ
る
人
身
事
故

申
し
込
み

　

災
害
発
生
か
ら一年
以
内
に
、被

害
者
ま
た
は
生
計
を
共
に
し
て
い

た
遺
族
が
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

犯
罪
被
害
者支援

制
度

対
象
者

　

国
内
ま
た
は
日
本
国
籍
の
船

舶
や
航
空
機
内
で
行
わ
れ
た
犯

罪
に
よ
る
被
害
者
お
よ
び
そ
の

遺
族

支
給
金
額

●
被
害
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合

そ
の
遺
族
に
五
十
万
円

●
全
治
一カ
月
以
上
の
傷
害
を
受

け
た
場
合　

被
害
者
に
十
万
円

申
し
込
み

　

犯
罪
被
害
の
状
況
に
よ
り
給

付
を
受
け
る
期
限
が
異
な
り
ま

す
。
犯
罪
被
害
に
遭
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
速
や
か
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

福
祉
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
１
３
１
福
祉
総
務
担
当

FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

被
害
者

遺
族

●
火
災
、
風

水
害
な
ど
に

よ
る
人
身
事

故※
被
害
者
ま

た
は
遺
族
の

故
意
・
違
法

行
為
で
発
生

し
た
事
故
、

お
よ
び
広
範

囲
に
お
け
る

災
害
で
災
害

救
助
法
が
適

用
さ
れ
た
場

合
は
、
支
給

さ
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま

す
。

災害見舞金額と区分

区　分 見舞金額

死亡の
場合　

未就学児 90,000 円

６歳（就学児）から 19 歳まで 180,000 円

20 歳以上 270,000 円

入院の
場合　

身体障害者福祉法施行規則に
定める１級または２級に当て
はまると認めるとき

75,000 円

入院治療を要
する傷害を受
けたき

入院５日まで 一律　　5,000 円

６日以上入院
しとたとき

１日につき

1,500 円

（上限 75,000 円）

災
害
見
舞
金
制
度
・
犯
罪
被
害
者
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す

　

二
十
歳
以
上
の
人
は
、
学
生

で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学

生
で
収
入
が
少
な
く
保
険
料
を

納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
、
申

請
書
を
提
出
し
、
所
得
が
基
準

以
下
で
あ
れ
ば
、
四
月
か
ら
翌

年
三
月
ま
で
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

対
象　

大
学
（
大
学
院
）、
短

大
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学

校
（
修
業
年
限
が
一
年
以
上
の

課
程
に
在
学
）な
ど
の
学
生（
夜

学
・
定
時
制
課
程
・
通
信
制
課

程
も
対
象
）

申
請　

次
の
書
類
な
ど
を
持
っ

て
保
険
年
金
課
へ

●
平
成
二
十
年
度
有
効
の
学
生

証
（
コ
ピ
ー
可
、
有
効
期
限
が

裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合

は
裏
面
の
コ
ピ
ー
も
必
要
）
ま

た
は
在
学
証
明
書
●
年
金
手
帳

●
認
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場

合
は
不
要
で
す
）

申
請
期
間　

四
月
か
ら
翌
年
三

月
ま
で
の
間

　

な
お
、
平
成
二
十
年
四
月

三
十
日
ま
で
な
ら
ば
平
成
十
九

年
四
月
か
ら
平
成
二
十
年
三
月

ま
で
の
期
間
を
遡
っ
て
申
請
が

で
き
ま
す
。

※
学
生
以
外
の
人
で
保
険
料
を

納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
、
免

除
制
度
や
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

保
険
年
金
課

（
７
４
）
１

１
１
１
内
線
１
２
３
年
金
担
当

FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

ご
存
知
で
す
か
！
国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
制
度

　「
隣
近
所
の
ご
み
事
情
」
は
今
月
で
終
了
し
、
次
号
か
ら
、
分
別

を
間
違
え
や
す
い
ご
み
を
紹
介
す
る
連
載
に
変
わ
り
ま
す
。「
図

書
館
・
文
書
館
」
は
、
図
書
館
・
文
書
館
指
南
（
仮
題
）
に
変
わ
り
ま

す
。「
さ
む
か
わ
の
動
植
物
」
は
今
月
で
終
了
し
ま
す
。
継
続
の

連
載
も
掲
載
ペ
ー
ジ
が
若
干
変
わ
り
ま
す
。

五
月
号
か
ら
連
載
が
一
部
変
わ
り
ま
す
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町
の
中
で
野
鳥
を
探
そ
う

災
害
時
に
お
け
る
応
援
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

文
書
館
企
画
展
開
催
中（
八
月
三
十
一
日
ま
で
）

絵
本
は
心
の
食
べ
物

　
二
月
二
十
三
日
に
、
野
鳥
観
察
会
を
行

い
三
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
町
南
部
の
田
端
地
区
か
ら
小

出
川
沿
い
を
歩
き
、
野
鳥
を
観
察
し
ま
し

た
が
、
今
年
は
目
久
尻
川
沿
い
を
い
こ
い

橋
か
ら
東
へ
。
宮
山
大
橋
を
過
ぎ
た
と
こ

ろ
で
カ
ワ
セ
ミ
を
発
見
。
じ
っ
と
動
か
ず

に
木
に
止
ま
っ
て
い
る
様
子
を
足
を
止
め

て
双
眼
鏡
で
観
察
し
ま
し
た
。
今
年
は
合

計
二
十
四
種
類
の
野
鳥
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
二
月
二
十
九
日
に
、
レ
ン
ゴ
ー
株
式

会
社
湘
南
工
場
と
災
害
時
に
お
け
る
応

急
必
需
品
で
あ
る
段
ボ
ー
ル
の
調
達
お

よ
び
応
援
協
力
に
つ
い
て
の
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
災
害
時
の
応
援
協
定
に
つ
い
て
は
、

町
内
の
事
業
所
や
団
体
な
ど
、
町
内
外

合
わ
せ
て
二
十
二
の
協
定
・
覚
書
き
を

締
結
し
て
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
災
害
時
の
被
害
を
よ
り
軽
減

す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
災
害
時
に
応

　
三
月
四
日
、
南
部
文
化
福
祉
会
館
で
、

童
話
作
家
の
荒
川
薫
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、
読
み
聞
か
せ
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
講
習
会
の
中
で
、
荒
川
さ
ん
は
「
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
成
功
さ
せ
る
八
十

パ
ー
セ
ン
ト
は
本
選
び
に
か
か
っ
て
い

る
。
長
い
年
月
読
み
継
が
れ
て
い
た
り
、

絵
が
話
を
物
語
っ
て
い
て
、
絵
だ
け
で

も
読
め
た
り
す
る
こ
と
が
大
事
。
ま
た

子
ど
も
だ
ま
し
で
な
く
、
大
人
が
読
ん

で
も
い
い
話
だ
と
思
え
る
こ
と
も
と
て

　
現
在
、
寒
川
文
書
館
で
開
催
し
て
い
る

「
企
画
展
示
　
百
年
前
の
発
掘
調
査
〜
記

録
資
料
に
み
る
大
神
塚
古
墳
」
で
は
、
寒

川
で
初
め
て
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）

年
に
行
わ
れ
た
大
（
応
）
神
塚
古
墳
の
学

術
調
査
で
の
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
大
（
応
）
神
塚
古
墳
は
、
岡
田
に
あ
る

安
楽
寺
境
内
に
位
置
し
て
い
て
、
六
世
紀

ご
ろ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
調

査
は
人
類
学
の
先
駆
者
で
あ
る
坪
井
正
五

郎
さ
ん
の
指
揮
で
行
わ
れ
、
新
聞
報
道
さ

れ
る
な
ど
、
大
変
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

援
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所
な
ど
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

も
大
切
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
日
ご
ろ
地
域
で
読
み
聞
か

せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て

い
る
人
な
ど
、
定
員
を
超
え
る
二
十
三

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
講
習

終
了
後
に
は
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、

関
心
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
発
掘
に
至
っ
た

経
緯
や
経
過
な
ど
が
書
か
れ
た
当
時
の
記

録
資
料
を
中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
ま
が
玉
や

金
環
な
ど
の
写
真
も
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

旧目久尻川ふるさと緑道で野鳥観察を
する参加者

調印後、がっちりと握手を交わす住
田健二工場長（左）と山上町長（右）

３月９日に行われた展示
説明会の様子

読み聞かせを行う荒川さん
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わ
た
し
た
ち
は
毎
週
木
曜
日
の
午
後
七
時
か
ら
寒
川
町

公
民
館
で
活
動
を
し
て
い
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
サ
ー
ク
ル
で
す
。

月
に
二
回
は
小
林
禎
子
先
生
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
上
手
に
吹
く
と
、
き
れ
い
な
音
色
に
な

り
ま
す
。
小
さ
な
楽
器
で
す
が
、
そ
の
音
色
は
さ
ま
ざ
ま

で
奥
深
い
楽
器
で
す
。

　
練
習
は
楽
し
み
な
が
ら
時
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話

し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
練
習
の
成
果
は
春
の
公
民
館

ま
つ
り
と
秋
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
グ
ル
ー
プ
の
発
表
の
場
で
皆

さ
ん
に
聴
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
公
民
館
ま
つ
り
で

は
合
奏
と
独
奏
を
行
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
い
て
、
寒
川
町
や
茅
ヶ
崎
市
の
老
人
ホ
ー
ム

を
定
期
的
に
訪
問
し
、
季
節
の
曲
や
唱
歌
、
懐
か
し
い
メ
ロ

デ
ィ
ー
な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。
皆
さ
ん
が
一
緒
に
曲
を
口

ず
さ
ん
で
く
れ
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
。

　
ハ
ー
モ
ニ
カ
に
関
心
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

本
多
　

（
７
５
）
６
４
３
２

ハーモニカサークル

寒川グリーンアンサンブル

先生と一緒に合奏を行うメンバー

　
二
月
二
十
一
日
か
ら
三
月
六

日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
、
役
場

東
分
庁
舎
で
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ネ

ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ネ
ス
と
は

　
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ネ
ス（a

s
s
e

rtive
n

e
ss

）
の
訳
語
は
、「
自

己
主
張
を
す
る
こ
と
」
で
す
。

　
し
か
し
、
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
で

あ
る
こ
と
は
自
分
の
意
見
を
押

し
通
す
こ
と
で
な
く
、
自
分
の

気
持
ち
や
意
見
を
、
相
手
の
権笑顔で会話を楽しみました

講
師
を
務
め
た
中
野
満
智
子
さ
ん

（
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ジ
ャ
パ
ン
事
務
局
長
）

利
を
侵
害
す
る
こ
と
な
く
、
率

直
に
、
誠
実
に
、
対
等
に
表
現

す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ネ
ス
の
四
つ

の
柱
は
誠
実
、
率
直
、
対
等
、

自
己
責
任
で
す
。

　
し
か
し
長
年
、
身
に
つ
け
た

習
慣
や
態
度
は
な
か
な
か
変
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
自
分

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
パ

タ
ー
ン
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
ア

サ
ー
テ
ィ
ブ
に
変
え
て
い
く
練

習
を
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
と
言
い
ま
す
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
自

分
の
話
し
た
い
こ
と
を
、
決
め

ら
れ
た
時
間
内
で
相
手
に
う
ま

く
伝
え
る
練
習
や
、
よ
り
実
践

に
近
い
状
況
設
定
で
行
う
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
な
ど
を
通
し
て
、
自

分
の
気
持
ち
や
意
見
の
表
現
方

法
を
練
習
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
一
人
は
「
今
ま
で

は
、
自
分
か
ら
の
一
方
通
行
で

し
か
物
事
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
相
手
に
は
相
手

の
見
方
や
言
い
分
が
あ
る
。
そ

れ
に
気
づ
け
た
の
が
と
て
も
良

か
っ
た
」
と
感
想
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

※
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ

ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
一
部
引
用
。

「
伝
え
た
い
」を
大
事
に
し
た
い

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

あなたはどのコミュニケーションタイプ？

ドッカン（攻撃的）
人にくってかかる
攻撃的なタイプ　

ネッチー（作為的）
攻撃性を隠して相手を　
コントロールするタイプ

オロロ（受身的）
自己犠牲的で、踏みにじら
れても黙っているタイプ　
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麻
し
ん
・
風
し
ん
は
、
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
小
児
期
に
多

い
急
性
の
感
染
症
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
最
近
で
は
若
年
者
間
で
の
感

染
が
多
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
春

か
ら
初
夏
に
か
け
て
流
行
し
ま
す
が
、

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

予
防
で
き
る
感
染
症
で
す
。

　

そ
こ
で
国
で
は
、
二
〇
一
二
年
の
麻

し
ん
排
除
を
目
標
に
、
四
月
一
日
か
ら

五
年
間
の
期
限
付
き
で
麻
し
ん
と
風
し

ん
の
定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
を
拡
大

し
ま
す
。
現
在
の
第
一
期
（
一
歳
児
）
、

第
二
期
（
小
学
校
入
学
前
年
度
の
一
年

間
に
あ
た
る
児
童
）
に
加
え
、
第
三
期

（
中
学
一
年
生
相
当
世
代
）
、
第
四
期

（
高
校
三
年
生
相
当
世
代
）
を
新
設
し

ま
す
。
麻
し
ん
、
風
し
ん
の
罹り

患か
ん

歴
や

予
防
接
種
歴
を
母
子
手
帳
な
ど
で
早
期

の
う
ち
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

麻
し
ん
、
風
し
ん
の
い
ず
れ
か
に
す

で
に
か
か
っ
た
人
は
、
ま
だ
か
か
っ
て

い
な
い
人
の
予
防
の
た
め
に
、
混
合
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
人
も
、

風
し
ん
に
か
か
っ
た
人
も
麻
し
ん
、
風

し
ん
を
同
時
に
接
種
す
る
乾
燥
弱
毒
性

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
使
用

し
ま
す
。

　

女
性
が
第
三
・
第
四
期
に
接
種
を
受

け
る
場
合
、
妊
娠
し
て
い
る
と
接
種
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
接
種
後
二
カ
月
間

は
妊
娠
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
、
予
防
接
種
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
保
護
者
が
同
伴

し
な
い
場
合
で
も
、
予
診
票
に
よ
り
、

あ
ら
か
じ
め
保
護
者
の
同
意
（
保
護
者

署
名
）
が
確
認
で
き
た
人
は
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
第
四
期
対
象
者
の

う
ち
本
人
が
婚
姻
状
態
に
あ
る
人
に
つ

い
て
は
、
も
と
も
と
同
伴
を
必
要
と
し

な
い
た
め
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

予
防
接
種
を
受
け
る
と
き
の
対
象
年

齢
、
接
種
期
間
・
間
隔
や
医
療
機
関
に

つ
い
て
は
、
「
さ
む
か
わ
健
康
だ
よ

り
」
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

健
康
課

内
線
１
６
１
予
防
担
当
FAX

（
７
４
）
５
６
１
３

新入学児童・幼児を守ろう
　町の未来の宝が社会に飛び立とうとしている。
飛び立つ前に交通安全と防犯面についてしっ
かりと教え込もう。
交通安全について

●通学路を一緒に歩き、危険な個所を教え、何が危険
か、何を注意するかを教える
●信号機が示す信号の意味を教える
●道路を横断するときや青信号で渡るとき、左右や周
囲の安全確認を必ずさせる
●停まっている車のすぐ前や後ろを横断させない
●車は急に止まれない。運転手が見ていない場合もあ
る。車が止まってくれると思いこませない

防犯について
子どもたちを守る「４つの約束」

❶ 出かけるときは行き先を言う
❷ ひとりで遊ばない
❸ 知らない人について行かない
❹ 何かあったら大声で助けを呼ぶ

　ひな鳥（子）を飛び立たせるために、親鳥（親）は時
間をかけてしっかりと教えこむという。親鳥の不安を少
しでも和らげるためにも、しっかりと教えてあげて！

防災安全課 内線２５１FAX（７４）９１４１

二
〇
一
二
年
麻
し
ん
排
除
に
向
け
て

譲ります
▶歩行器（乳児用）▶室内用ジャングルジムとすべ
り台▶ひな人形▶五月人形▶ぬいぐるみ▶入学
式用スーツ（120㎝）▶オイルヒーター▶チャイル
ドシート（ベスト型・アイボリー）▶女児の服（夏
物、冬物、95〜100㎝）▶犬用ゲージ（室内用、新品）
▶短波ラジオ（ソニー製）▶子ども用自転車▶アッ
プライトピアノ
求めます

▶ふじ幼児園男児制服（110〜120㎝）▶ふじ幼児
園女児制服（120〜130㎝）▶倉見幼稚園男児体操
服、スモック、ブラウス（120㎝）▶ベビーベッ
ド▶女児の服（120〜130㎝）▶ホットカーペット
（２〜３畳）

【平成20年3月17日現在】
　不用品の登録や斡

あっせん

旋は窓口、電話でお受けします。
町のホームページにも掲載しています。不用品の取
引は当事者同士の直接交渉となります。登録期間は
３カ月です。

町民課 内線172住民協働担当 FAX（74）5613

⑱
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寒
川
文
書
館
で
は
、
寒
川
に
関
す
る

貴
重
な
記
録
資
料
を
長
く
保
存
し
、
将

来
に
わ
た
っ
て
、
皆
さ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
保
存
に
適
し
た
設
備

を
設
け
た
り
、
保
存
の
た
め
の
手
だ
て

を
講
じ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

資
料
は
文
書
資
料
室
（
収
蔵
庫
）
で

保
存
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
移
動
式

の
電
動
の
本
棚
が
二
十
七
本
が
あ
り
、

公
文
書
約
三
千
箱
、
古
文
書
約
千
二
百

箱
の
収
容
能
力
が
あ
り
ま
す
。

　

資
料
は
湿
気
や
急
激
な
温
度
変
化
に

弱
い
た
め
、
こ
の
室
内
に
は
独
自
の
空

調
機
や
除
湿
機
を
備
え
て
い
る
ほ
か
、

壁
面
も
調
湿
ボ
ー
ド
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、
温
度
・
湿
度
が
急
激
に
変
わ
ら
な

い
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

万
一
、
火
災
が
起
き
た
と
き
、
水
や

消
火
剤
を
撒ま

く
と
資
料
を
傷
め
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
窒
素
ガ
ス
を
庫
内

に
送
り
、
酸
素
を
な
く
す
こ
と
で
消
火

で
き
る
装
置
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

五
月
に
は
特
別
整
理
日
と
し
て
休
館

す
る
の
を
利
用
し
て
、
資
料
の
燻く
ん

蒸じ
ょ
う

を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
資
料
に

虫
や
カ
ビ
が
つ
か
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
の
措
置
で
す
。
庫
内
に
ビ
ニ
ー
ル
天

幕
を
は
り
、
そ
の
中
に
資
料
を
置
い
て
、

四
昼
夜
に
わ
た
り
燻
蒸
剤
を
投
入
す
る

こ
と
で
、
資
料
を
害
虫
な
ど
か
ら
防
い

で
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
中
性
紙
で
で
き
た
保
存

用
の
封
筒
や
段
ボ
ー
ル
に
資
料
を
し
ま

う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
細
心
の

注
意
を
払
っ
て
、
資
料
の
保
存
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
に
古
い
記
録
が
あ
っ
て
取
扱

い
に
困
っ
て
い
る
場
合
は
、
ぜ
ひ
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
資
料
の
内
容
な
ど
に

よ
っ
て
、
当
館
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

寒
川
文
書
館

（
７
５
）
３
６
９
１

FAX
（
７
５
）
３
７
５
８

http://w
w

w
.lib-arc.

sam
ukaw

a.kanagaw
a.jp

編者　成美堂出版編集部
出版社　成美堂出版

幼稚園・小学校 お母さんの
おつきあいとマナー

注目の一冊

図書館　文書館

3,185人	 109.8人/日
（前月比 16.7 人 / 日増）

3,207人	 110.6人/日
（前月比 10.1 人 / 日増）

２月の

コミュニティバス

利用状況

テレホンサービス
　行政ミニ情報　 （７４）１０１０
　テレホン童話　 （７４）１０１４
　今月の童話は「七沢の久助おどけ話　ひなたでやれ」です。

きらめきさむかわ　（ラジオ）
　レディオ湘南（83.1メガヘルツ）で町の情報を放送して
います。

放送日 毎週月曜日　９：00〜９：30

再放送 毎週水曜日　20：30〜 21：00

輝け　さむかわ　（ケーブルテレビ）
　ジェイコム湘南のJ:COMチャンネル（デジタル11ch、
アナログ２ch）で、町の紹介をしています。
　今月は「行ってみよう！寒川文書館」です。

放送日 ４月14日（月）〜26日（土）

８ ：30〜８ ：45　　12：00〜12：15

17：00〜17：15　　23：00〜23：15

　４月15日から暫定供用開始する都
市計画道路は何線でしょう。

① 寒川小出線
② 寒川下寺尾線
③ 丸子中山茅ヶ崎線

　今年度消防車両を更新し配備された分団は一之宮分団と
小谷分団です。正解は②でした。
　正解者の中から抽選で次の人に記念品をお送りします。
須賀きさ子さん（一之宮）／髙梨朝子さん（中瀬）／
横山恵子さん（岡田）
　ご応募ありがとうございました。

　　　　　　　はがきに４月号の答えを書いて４月14日
（月）までに〒253−0196寒川町役場広報情報課クイズさ
むかわ係へお送りください。

大
切
な
資
料
を
守
る
た
め
に

町 の 情 報 ・ 紹 介

　新しい生活が始まる４月。入園・入学はお子さんにとっても、
お母さんにとっても一大イベントです。先生やほかのお母さんと
のお付き合いやトラブル相談、ＰＴＡ活動のコツ、いじめ・不登校
の相談の仕方など、気になることや心配事をわかりやすく解説。
連絡帳や手紙の書き方、電話・メールのマナーも紹介しています。

窒素ガス消火装置
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こ
ど
も
工
作
教
室

　
ア
ル
ミ
箔は

く

と
セ
ロ
ハ
ン
を
使
っ
て

き
ら
き
ら
鉛
筆
入
れ
を
作
ろ
う
。

と
き
　
４
月
26
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
〜
11
時

と
こ
ろ
　
北
部
文
化
福
祉
会
館

対
象
　
小
学
生
　
15
人
／
先
着
順

持
ち
物
　
は
さ
み
、
定
規
、
筆
記

用
具
、
作
品
を
入
れ
る
袋

※
カ
ラ
ー
の
油
性
ペ
ン
を
持
っ
て

い
る
人
は
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
４
月
10
日
（
木
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

北
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
４
）

１
５
１
５
FAX
（
７
４
）
７
４
０
５

弓
道
教
室

　
初
心
者
を
対
象
と
し
た
弓
道
教

室
で
す
。

と
き
　
５
月
10
日
か
ら
６
月
28
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日
（
全
８
回
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ
　
寒
川
総
合
体
育
館

対
象
　
町
内
在
住
か
在
勤
ま
た
は

在
学
の
高
校
生
以
上
の
人
　
20
人
／

抽
選

講
師
　
町
弓
道
協
会
会
員

費
用
　
２
０
０
円
（
下
が
け
代
）

申
し
込
み
　
４
月
25
日
（
金
）
ま

で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
電
話
か

直
接
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
線
５
４

２
FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

sp
o

rts@
to

w
n

.sa
m

u
ka

w
a

.

ka
n

a
g

a
w

a
.jp

シ
ル
バ
ー
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

　
鉢
花
の
育
て
方
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

と
き
　
４
月
25
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対
象
　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

人
　
20
人
／
抽
選

講
師
　
皆
川
米
男
さ
ん
　
町
鉢
物

部
会
員

費
用
　
１
０
０
０
円（
教
材
費
等
）

申
し
込
み
　
４
月
21
日
（
月
）
ま

で
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で

（社）
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
７
４
）
７
６
２
２
FAX
（
７
３
）

０
０
３
３

高
齢
者
初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室

と
き
・
内
容
　
●
５
月
20
日
（
火
）、

◦お問い合わせ先が役場の場合、役場の電話番号は省略してあ
ります。
◦申し込みの時間は、特に記載のない場合午前８時30分から午
後５時までです。
◦申し込み方法の記載がない場合は原則当日受け付けです。

◦役場あて郵便物に個別郵便番号を記載すれば役場の住所はい
りません。

22
日
（
木
）
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
方

法
●
27
日
（
火
）、
29
日
（
木
）
文

書
作
成
（
ワ
ー
ド
）
●
６
月
３
日

（
火
）、
５
日
（
木
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト（
メ
ー
ル
）（
全
６
回
）い
ず
れ
も

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対
象
　
町
内
在
住
の
55
歳
以
上
で

全
日
程
参
加
で
き
る
人
　
20
人
／

抽
選

講
師
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員

費
用
　
５
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
）

申
し
込
み
　
４
月
21
日
（
月
）
ま

で
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で

（社）
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
７
４
）
７
６
２
２
FAX
（
７
３
）

０
０
３
３

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
等

見
直
し
検
討
委
員
会
委
員

　
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
と
介
護

保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
を
行
う

組
織
で
す
。

　
こ
の
委
員
会
は
、
町
民
、
関
係

団
体
代
表
、
学
識
経
験
者
な
ど
に

よ
る
13
人
で
構
成
し
ま
す
。

募
集
人
数
　
１
人

任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
21
年

３
月
31
日
ま
で

応
募
資
格
　
次
の
要
件
を
満
た
す
人

●
４
月
１
日
時
点
で
、
町
内
に
１

年
以
上
在
住
か
在
勤
ま
た
は
在
学

の
20
歳
以
上
で
、
ほ
か
の
審
議
会

等
の
委
員
、
行
政
機
関
の
職
員
ま

た
は
町
議
会
議
員
で
な
い
人

●
年
４
回
程
度
の
平
日
昼
間
の
会

議
に
出
席
で
き
る
人

論
文
テ
ー
マ
　
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て（
８
０
０
字
程
度
）

応
募
方
法
　
任
意
の
用
紙
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
職
業
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
論
文
を
添

え
て
４
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
高

齢
介
護
課
へ
郵
送
か
直
接
（
締
め

切
り
日
必
着
）

選
考
方
法
　
選
考
委
員
会
で
申
込

書
お
よ
び
論
文
に
よ
り
選
考

高
齢
介
護
課

内
線
１
５
６
高

齢
福
祉
担
当
FAX（
７
４
）５
６
１
３
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「
お
口
の
健け
ん

口こ
う

体
操
」
で

口こ
う

腔く
う

機
能
の
向
上
を

　
茅
ヶ
崎
保
健
福
祉
事
務
所
で

は
、
高
齢
者
の
「
口
が
乾
く
」、「
食

事
で
む
せ
や
す
い
」
な
ど
の
症
状

改
善
や
若
々
し
い
表
情
づ
く
り
の

た
め
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
ビ
デ
オ「
お
口
の
健

口
体
操
〜
み
ん
な
の
元
気
は
、
お

口
か
ら
〜
（
湘
南
版
）」
を
制
作
し
、

無
料
で
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

一
般
高
齢
者
向
け
に
、
呼
吸
法
や

顔
面
体
操
、
舌
体
操
な
ど
わ
か
り

や
す
く
シ
ン
プ
ル
な
内
容
で
、
時

間
は
20
分
。
茅
ヶ
崎
市
や
寒
川
町

の
風
景
、
名
産
を
随
所
に
盛
り
込

み
、
楽
し
く
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
ほ
か
に
Ｖ

Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
貸
し
出
し
希
望
者
は
町
高
齢
介

護
課
か
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

高
齢
介
護
課

内
線
１
５
３
介

護
保
険
担
当
FAX（
７
４
）５
６
１
３

（福）
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
７
４
）

７
６
２
１
FAX
（
７
４
）
５
７
１
６

会
議
の
傍
聴
に
つ
い
て

〈
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協
議
会
〉

　
寒
川
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

と
き
　
４
月
25
日
（
金
）
午
後
３

時
か
ら

と
こ
ろ
　
町
役
場
別
館
３
階
会
議
室

産
業
振
興
課

内
線
２
８
１

農
政
担
当
FAX
（
７
４
）
２
８
３
３

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施
結
果
の
公
表

湘
南
東
ブ
ロ
ッ
ク
ご
み
処
理
広
域

化
実
施
計
画
（
素
案
）

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
り

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
、
内
容
ご
と

に
整
理
・
分
類
し
、２
市
１
町
の
考

え
方
と
と
も
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

公
表
期
間
　
４
月
30
日（
水
）ま
で

公
表
場
所
　
環
境
課
、
寒
川
町
公

民
館
、
北
部
・
南
部
文
化
福
祉
会

館
、
寒
川
総
合
図
書
館

環
境
課

内
線
４
２
２
生
活
美

化
担
当
FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

国
民
健
康
保
険
夜
間

お
よ
び
休
日
納
付
相
談

　
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
人
な
ど

で
、
通
常
の
業
務
時
間
に
相
談
で

き
な
い
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
納
め
忘
れ
た
保
険
料
の
納
付
も

で
き
ま
す
。

〈
夜
間
納
付
相
談
〉

と
き
　
４
月
14
日
（
月
）
〜
18
日

（
金
）
午
後
７
時
ま
で

〈
休
日
納
付
相
談
〉

と
き
　
４
月
20
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
保
険
年
金
課

　就業形態が多様化し、労働者の労働条件が個別に決定・変更されるように

なり、個別労働紛争も増えています。しかし、これまで、このような紛争を

解決するための労働契約についての民事的なルールをまとめた法律はありま

せんでした。

　このような中で、昨年12月「労働契約法」が制定され、労働契約につい

ての基本的なルールがわかりやすい形で明らかにされました。

　労働契約法は、労働契約に共通する原則（労使対等の原則、合意の原則、

権利濫
らん

用
よう

の禁止の原則など）や、就業規則変更や解雇権などを巡る判例法理

に沿った労働契約の内容の決定および変更に関する民事的なルールを一つの

体系としてとりまとめたものです。

　労働契約法の内容を十分ご理解いただき、お互いの協力のもとに安心して

働けるようにしましょう。

神奈川労働局労働基準部監督課 ０４５（２１１）７３５１

http://www.kana-rou.go.jp

働くルールを定めた新法「労働契約法」がスタート
平成20年３月１日から施行

保
険
年
金
課

内
線
１
２
４

国
保
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
受
療
券
の
交
付

対
象
　
●
４
月
１
日
現
在
で
、
町

内
に
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
70

歳
以
上
の
人
（
昭
和
13
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
●
介
護

保
険
認
定
で
要
介
護
４
、
５
と
認

定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
人
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
家
族
（
４
月
１

日
現
在
の
認
定
に
よ
る
）

交
付
枚
数
　
年
間
４
枚（
１
枚
利
用

に
つ
き
５
０
０
円
の
自
己
負
担
）

申
し
込
み
　
本
人
か
同
居
の
家
族
、

ま
た
は
依
頼
を
受
け
た
地
区
の
民

生
委
員
児
童
委
員
が
印
鑑
を
持
っ

て
高
齢
介
護
課
へ
直
接

高
齢
介
護
課

内
線
１
５
６
高

齢
福
祉
担
当
FAX（
７
４
）５
６
１
３

４
月
か
ら
入
札
制
度
を

改
正
し
ま
す

　
入
札
契
約
の
よ
り
一
層
の
競
争
性
、

公
平
性
を
向
上
さ
せ
、
業
者
の
健
全

育
成
や
品
質
確
保
を
図
る
た
め
、
次

の
と
お
り
改
正
し
ま
す
。

①
直
接
工
事
費
の
事
前
公
表
の
廃
止

②
優
良
工
事
施
工
業
者
を
対
象
と
し

た
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
の
実
施

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

総
務
課

内
線
２
１
７
契
約
担

当
FAX
（
７
４
）
９
１
４
１
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オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
健
康
相
談
会

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛こ

う

門も
ん

・

人
工
膀ぼ
う

胱こ
う

保
有
者
）
向
け
の
相
談

会
と
情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
４
月
12
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ
　
ひ
ら
つ
か
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
平
塚
市
八
重
咲
町
３
ノ

３
Ｊ
Ａ
ビ
ル
か
な
が
わ
２
階
）

（社）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
神
奈

川
支
部

０
４
６
６
（
４
５
）

４
２
１
６

桂
川
・
相
模
川
湘
南
地
域

協
議
会
・
講
演
会

　
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ

ム
）
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
（
水

量
・
汚
濁
度
・
人
口
密
度
な
ど
）

を
共
有
し
、
流
域
の
水
環
境
に
つ

い
て
視
覚
化
し
た
情
報
の
提
供
と

交
流
を
行
い
ま
す
。

と
き
　
４
月
19
日
（
土
）
午
後
１

時
〜
３
時

と
こ
ろ
　
茅
ヶ
崎
市
勤
労
市
民
会

館
（
茅
ヶ
崎
市
新
栄
町
13
ノ
32
）

定
員
　
40
人
／
先
着
順

講
師
　
佐
土
原
聡
さ
ん
　
横
浜
国

立
大
学
大
学
院
教
授

県
湘
南
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー

０
４
６
３
（
２
２
）
２
７
１
１

内
線
２
２
３
２
環
境
保
全
課
内
事

務
局お

は
な
し
広
場

　
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
行
い
ま
す
。

と
き
　
４
月
26
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
２
時
（
小
学
生
向
け
）

と
こ
ろ
　
南
部
文
化
福
祉
会
館

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

ニ
コ
ニ
コ
リ
サ
イ
ク
ル
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

　
使
わ
な
く
な
っ
た
物
、い
ら
な
く

な
っ
た
物
、ご
み
に
す
る
前
に
も
う

一
度
活
躍
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
飲
食
物
、
動
物
、
植
物
、
リ
サ

イ
ク
ル
に
関
係
の
な
い
手
作
り
の

物
、
電
気
製
品
の
販
売
お
よ
び
プ

ロ
の
出
店
は
で
き
ま
せ
ん
。

と
き
　
５
月
17
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
（
天
候
不
良
の
場

合
は
18
日
（
日
）
に
順
延
）

と
こ
ろ
　
さ
む
か
わ
中
央
公
園

対
象
　
町
内
在
住
の
世
帯
、
グ

ル
ー
プ
　
１
２
０
店
／
先
着
順

※
１
世
帯
・
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
１

区
画
。

費
用
　
５
０
０
円
（
協
賛
金
）

申
し
込
み
　
４
月
28
日
（
月
）
ま

で
に
、
「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出

店
希
望
」
、
代
表
者
の
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
出
店
物
の
主
な

内
容
を
記
入
し
て
環
境
課
へ
郵
送

で
（
締
め
切
り
日
必
着
）

※
申
し
込
み
は
１
世
帯
・
グ
ル
ー

プ
に
つ
き
１
枚
ま
で

環
境
課

内
線
４
２
４
生
活
美

化
担
当
FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者

と
き
・
内
容
　
①
６
月
８
日
（
日
）

卓
球
・
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ

ス
競
技
会
②
６
月
15
日（
日
）フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
会

と
こ
ろ
　
県
立
体
育
セ
ン
タ
ー

（
藤
沢
市
善
行
７
ノ
１
ノ
２
）

対
象
　
４
月
１
日
時
点
で
、
県
内

在
住
（
横
浜
市
・
川
崎
市
を
除

く
）
の
13
歳
以
上
の
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
所
持
者

※
障
害
の
程
度
、
内
容
に
よ
っ
て
、

参
加
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
　
①
は
４
月
30
日（
水
）、

②
は
５
月
７
日（
水
）ま
で
に
福
祉

課
へ
電
話
か
直
接

福
祉
課

内
線
１
３
４
障
害
福

祉
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

カ
ラ
オ
ケ
生
涯
学
習
成
果
発
表
会

　
歌
謡
サ
ー
ク
ル
の
成
果
発
表
会

を
行
い
ま
す
。

と
き
　
４
月
20
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
６
時
30
分

と
こ
ろ
　
町
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

歌
謡
サ
ー
ク
ル
友
和
会
事
務
局

舛
水

（
７
２
）
５
６
８
６

エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
ス

ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
募
集

　
５
月
10
日
か
ら
町
内
小
学
校
の

体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
し

て
小
学
生
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
毎
週
土
曜
日
の
午
前
中
に
活
動

で
き
る
小
学
生
と
保
護
者
の
皆
さ

ん
を
募
集
し
ま
す
。

〈
説
明
会
〉

と
き
　
４
月
26
日
（
土
）
①
午
後

１
時
か
ら
②
午
後
４
時
か
ら

と
こ
ろ
　
寒
川
総
合
体
育
館

寒
川
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局
　
青
田
（
７
４
）２
０
０
４

そ
の
他

そ
の
他

春
の
全
国

　
　
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日（
日
）〜
15
日（
火
）

　
通
園
・
通
学
時
間
帯
に
お
け
る

街
頭
で
の
園
児
・
児
童
・
生
徒
に

対
す
る
交
通
安
全
指
導
、
保
護
・

誘
導
活
動
の
徹
底
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　
高
齢
者
は
高
齢
者
運
転
標
識

（
高
齢
者
マ
ー
ク
）
の
使
用
を
お

願
い
し
ま
す
。
高
齢
運
転
者
を
保

護
す
る
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を

し
ま
し
ょ
う
。

　
自
転
車
利
用
時
の
交
差
点
等
に

お
け
る
信
号
順
守
、
一
時
停
止
、

安
全
確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

防
災
安
全
課

内
線
２
５
４
防

災
安
全
担
当
FAX
（
７
４
）
９
１
４
１

高齢者マーク

橙色 黄色
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Ｌ
ｅ
ｔ’ｓ
ベ
ジ
村
参
加
者
募
集

　
自
ら
の
手
で
畑
を
耕
し
、
種
ま

き
か
ら
収
穫
ま
で
野
菜
作
り
の
体

験
を
し
ま
す
。
自
然
の
土
を
通
し

て
生
産
の
大
変
さ
、
大
自
然
の
恵

み
、
収
穫
の
喜
び
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

と
き
　
４
月
19
日
（
土
）
〜
７
月

26
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
正
午

４月　
１日㈫

２日㈬

３日㈭

４日㈮ 母親教室①

５日㈯ 町民課等窓口開庁／こども囲碁・将棋教室／おはなし図書館／おはな
し会（総合図書館）／さむかわエコネット「目久尻川クリーン作戦」

６日㈰ 第58回観桜駅伝競走大会／町民課等窓口開庁

７日㈪ 町立小・中学校始業式・入学式／子育て広場／新入学児交通安全キャン
ペーン

８日㈫ １歳６か月児健康診査／狂犬病予防集合注射（小動神社・菅田公園）

９日㈬ 狂犬病予防集合注射（一之宮公園・倉見観音堂緑地）／運動ボランティ
ア体操

10日㈭ ７か月児相談／狂犬病予防集合注射（大村ちびっこ広場・越公園）

11日㈮ 母親教室②／機能訓練ことば／狂犬病予防集合注射（さむかわ中央公
園・貴船神社）／おはなし広場

12日㈯ 百人一首かるた教室／おはなし会（総合図書館）

13日㈰ 子ども会説明会

14日㈪ 国保夜間納付相談［〜18日］

15日㈫ こどもの心の相談／３歳６か月児健康診査

16日㈬

17日㈭ あそびの広場

18日㈮ 母親教室③

19日㈯ こども囲碁・将棋教室／おはなし図書館／おはなし会（総合図書館）／
さむかわエコネット「目久尻川クリーン作戦」

20日㈰ 国保休日納付相談

21日㈪ 離乳食講習会

22日㈫ ヨガセミナー／こどもの心の相談

23日㈬

24日㈭ 母親教室④

25日㈮ 育児相談

26日㈯ おはなし広場／こども工作教室／おはなし会（総合図書館）

27日㈰

28日㈪

29日㈫ さむかわ緑のフェスティバル	 昭和の日

30日㈬ 国民健康保険料、清掃手数料従量制第４期、保育料、介護保険料納付期
限

３月９日、さむかわ中央公園
で町民健康マラソンが開催され
ました。
　これは寒川町陸上競技協会
主催で行われていて、今大会で

19回目を数えます。
　当日は晴れ渡った青空の下、100人を超える
ランナーが健脚を競いました。

　４月は異動の季節です。町
役場でも３月で定年退職する
人がいて、４月から新しく職員
になる人がいて、部署を異動す
る人がいます。毎年この時期

は、なんとなく落ち着きません。自分が異動
しなくても、どんな人と一緒にどんな仕事を
するのか、ドキドキです。一緒に仕事をする
と「こんな人だったんだ」と驚くことも。わ
たしもみんなが持っているイメージと違うら
しくよく言われます。いい意味の場合もあ
り、そうでない場合もあり気持ちは複雑です。
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生き物と地球温暖化

　上の写真は、ツマグロヒョウモンというチョウ
で、左が雄で、右が雌です。
　とても色鮮やかなチョウで、現在は寒川でも見
ることができますが、実はこのチョウ、1980年
代まで近畿地方から西でしか見られませんでした。
　しかし、徐々に生息範囲が北上し近年は北関東
でも普通に見られるようになりつつあります。
　生息範囲の変化は地球温暖化とも関係があると
言われており、新たに見られるようになった生き
物がいる反面、寒川で見られなくなった生き物が
いるかもしれません。
　地球温暖化は、世界の生き物の生息範囲を大き
く変えてしまう原因にもなると考えられています。
地球で生きるわたしたちの仲間である、ほかの生
き物たちのためにも、みんなで地球温暖化防止に
取り組みましょう。
（写真提供：宮山在住　山下　一男さん）

環境課 内線４２１環境保全担当FAX（７４）１３８５

寒川町食生活改善推進団体　石井 （７５）６３６８

玉ネギ　１個（160g）／塩　少々／キクラゲ（乾
燥）　５g／枝豆（さや付き）　100g／サバの水煮
缶　２缶（240g）／紅しょうが　20g／春巻きの皮
８枚／青じそ　８枚／ごま油　大さじ１

①玉ネギは半分に切ってから薄切りにし
て塩をふり、しばらくおく。

　しんなりしたら水気を絞る。
②キクラゲは水につけてもどし、硬い部

分を切り取り細切りにする。
③枝豆はゆでて、さやから出す。
④サバの水煮缶は水気を切り、ほぐす。
⑤紅しょうがは粗みじん切りにする。
⑥①〜⑤の材料を混ぜる。
⑦春巻きの皮を広げ青じそをおき、その

上に⑥をのせて包む。
　端に水をつけてとめる。
⑧フライパンにごま油を入れて温め、春

巻きを並べて中火で焦げ色がつくよう
に両面を焼く。

＊蓋をすると中まで火が通りやすい。

作り方

材料　４人分

◆
本
誌
は
資
源
保
護
の
た
め
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

人　口	 4 7 , 5 7 6 人	（ 2 6人増）

世　帯	 1 7 , 6 3 5 世帯	（ 2 7世帯増）
（　）内は前月との比較　

３月１日の人口と世帯

お好みで、からしや梅肉をつけても良いです。

●町公式ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp

●携帯電話用ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/mobile/m/index.html

おいしく楽しく健康に

　おじいちゃんおばあちゃんと孫、一家の写真も募集しています。
　写っている人の名前、年齢、住所、応募者の連絡先とコメントを
記入して、広報情報課まで郵送か持参またはメールしてね。

photo@town.samukawa.kanagawa.jp

みんなの写真館

（左）塩崎祐一さん（倉見）
（右）塩崎久美さん（倉見）

塩崎海舟ちゃん　１歳６カ月（倉見）

１人分あたり237kcal・塩分1.4ｇ

み
な
さ
ん

よ
ろ
し
く
ネ

お魚春巻き（子どもと一緒に作ろうⅡ）


